
242012.９月号紙ごみ減量標語応募作品25 2012.９月号 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみ出すな　みんなしようね　リサイクル」平井　良明（安曇川） 「リサイクル　してくださいね　家族でね」日づめ　花のか（今津）

ホームページ
■ 10 月掲載分締切　９月 10 日（月）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　９月 25 日必着（掲載は 11 月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 11 月号締切　９月 25 日（火）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

みんなでつくるみんなのページ
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このコーナーに関するお問い合わせは
　 保険年金課　 （25）8137

こ
ん
な
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
や
す
く
す
る
た
め

に
、
平
成
20
年
３
月
分
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ご
希
望
の
場
合
は
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を
高

島
市
役
所
・
各
支
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保

険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
お
よ
び
「
付
加
保
険

料
込
み
の
定
額
保
険
料
」
で
す
。
過
去
の
未
払

い
分
や
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場

合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
毎
月
払
い
（
毎
月
の
保
険

料
を
当
月
末
に
立
替
）
に
は
割
引
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
年
前
納
や
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、
現

金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
一

回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
高
島
市
役
所
・
各
支
所
、
年
金

事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保

険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
が

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
で
き
ま
す

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

20 歳になったとき 
（厚生年金や共済年金加
入者を除く。）

第１号被保険
者となります。

・印鑑 
（本人自署の場
合は不要）

市役所保険年
金課・各支所

退職したとき
（厚生年金や共済年金加
入者の場合）

第２号被保険
者から第１号
被保険者にな
ります。（第３
号被保険者に
該当する場合
を除く。）

・印鑑 
（本人自署の場
合は不要） 
・年金手帳

市役所保険年
金課・各支所

配偶者に扶養されて
いたが、配偶者が厚
生年金、共済年金を
辞めたとき

第３号被保険
者から第１号
被保険者へ

・印鑑 
（本人自署の場
合は不要） 
・年金手帳

市役所保険年
金課・各支所


